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概 要

本研究ではWeb百科事典Wikipediaの多言語展
開に着目し，それぞれの言語版でどのような特性や

差異があるか調査する．Wikipediaは通常の百科事
典と異なり，多数の言語版が独立・並行して編集さ

れている．その結果，言語によってWikipeidaの発
展の傾向に差異が生じている．このことは問題を含

んでいる一方で，各言語版Wikipediaの特徴を取得
するための有用な情報を含んだ興味深いことでもあ

る．本稿ではそのような特性や差異を調査する手法

と，研究の経過を報告する．

1 はじめに

Wikipedia[1] は 2001 年に始まった Web 上のフ
リー百科事典である．Wikipediaの記事はユーザ自
身によって作成・編集されていて，日々成長を遂げて

いる．2009年 9月現在，日本語版で 60万件，英語
版では 300万件を超える記事が存在している．これ
は従来の紙媒体の百科事典を遥かにしのぐ数である．

Wikipediaの記事の主題は一定の規則のもとに自由
であり，非常に豊富な話題の記事が存在する．また

ハイパーリンクによる記事同士の参照というWeb特
有の情報は，記事と記事，概念と概念のつながりを

示す有用な情報である．記事のリンクには同じ言語

版の記事を参照するリンクのほかに，250を超える
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異なる言語版のWikipediaの同一概念へのナビゲー
ションである言語間リンクがある．例えば日本語版

の記事 “自然言語処理”には言語間リンクとして，英
語版の “Natural language processing”の他にもドイ
ツ語，フランス語，中国語，アラビア語などの言語

版の記事へのリンクが存在する．

従来のWikipedia研究において，言語間リンクは主
に記事のタイトルの翻訳語を獲得するために用いられ

てきた．Erdmannらの研究 [2]は言語リンクを起点と
して翻訳語を収集し対訳辞書を自動構築するものであ

る．Auerらによって開発されているDBpedia[3]はセ
マンティックWebのための知識ベースをWikipedia
から生成する試みで，翻訳語を得るために言語間リ

ンクを利用している．

しかしそれぞれの言語版のWikipediaは独立・並
行して編集されていて，それらの間には差異が生じ

ている．英語版の記事数は日本語版のおよそ 5倍だ
が，日本語版のすべての記事を英語版が持っている

わけではない．日本語版のみに存在する記事や，逆

に他の大部分の言語版では存在するが日本語版にだ

け存在しない記事がある．そのような記事の偏りと

Wikipedia内の記事の分類構造を結び付けることで，
各言語版Wikipediaの特性を調査するのが本研究の
目的である．研究の成果として，ある言語版で着目

されている分野を特定したり，逆に他の言語版に比

べて整備されていない分野を見つけることを目標と

している．またそういった分野のうち，特に専門的

で重要性の高い記事を特定する狙いもある．



2 Wikipediaのデータ収集

Wikipediaでは全データが XMLファイルとして
ダウンロード可能になっている．このファイルを解

析して他の言語版との比較を行うためのデータを収

集する．本研究では次のようなWikipedia内の情報
を収集し，利用する．

カテゴリ

Wikipediaでは記事を分類するために自由な文字列
によるカテゴリを付与できる．カテゴリにカテゴリ

を付与することも可能で，記事とカテゴリによる階

層的な分類構造が構築されている．記事とカテゴリ

をまとめてエントリという．1つエントリに複数の
カテゴリを付与することも可能である．ここではど

のエントリがどのカテゴリに属するか，あらかじめ

全て記録しておく．

バックワードリンク

記事の文章中に他の記事へのハイパーリンクを記述

できる．ある記事に着目したとき，その記事へ向け

られているリンクがバックワードリンクである．こ

こではどのエントリが，どのエントリからのバック

ワードリンクを持っているか調べる．

言語間リンク

異なる言語版のWikipediaの同一概念へのリンクが
言語間リンクである．ここではどのエントリが，ど

の言語版への言語間リンクを持っているか調べる．

図 1はこれらのデータの例である．“自然言語”に
とっては “計算言語学”のからのリンクがバックワー
ドリンクとなる．またそれぞれがカテゴリ “言語学”
に属している．“自然言語”と “Natural language”は
日英で相互に言語間リンクが存在する．またカテゴ

リである “言語学”と “Linguistics”にも相互の言語
間リンクが存在する．

これらのデータを XMLファイルから抽出し，全
文検索エンジン Lucene[4]のインデックスとして記
録しておく．XML ファイルの形式は言語版によら
ず形式が統一されているので，全て同じ手法でイン

デックスを生成できる．

図 1: Wikipediaの構造例

3 特徴データの抽出

言語版を特徴付けるデータにはいくつもの種類が

考えられる．本研究で抽出した特徴データと，その

データが持つであろう意味合いを説明する．

記事のバックワードリンク数

記事のバックワードリンク数はその記事が別の記事

から参照されている回数である．文章中で出現頻度

の高い一般的な語や，有名な事柄の記事のバックワー

ドリンク数は多く，特定の分野内でしか出現しなかっ

たり，マイナーな事柄の記事のバックワードリンク

数は少ないと予想する．

記事の近傍からのバックワードリンクの割合

バックワードリンクのうち，カテゴリ構造内で近傍

にある記事からのリンク数を求め，リンク数全体に

対する割合を算出する．第 2章で生成したカテゴリ
構造インデックスをグラフ構造として探索し，記事

と記事との距離を測る．グラフ構造内においてエン

トリがノード，カテゴリ付けがエッジとなる．エッ

ジの重みはすべて 1とする．つまり同じカテゴリに
属する記事同士の距離は 2である．ここでは距離が
2以下の記事からのバックワードリンクを数える．図
2は近傍リンクの実例である．
近傍リンク割合は，記事の専門性の指標として用

いる．一般語の記事は多くの文脈上に出現するので，

カテゴリ構造内の広範な記事から参照され，専門的

な記事は近い範囲にある記事から参照されることが



多いと予想する．

図 2: 近傍リンクの例

言語間リンク数

記事に設定されている言語間リンクの数は，その記

事が多言語展開における普遍的な価値の指標と捉え

られる．多くの言語版で執筆されている記事は言語

間リンクが多く，それだけ普遍的な価値があり，言

語間リンクの少ない記事は特定の言語圏，文化圏で

のみ話題に上がることが多い記事であると予想する．

4 抽出データの比較

表 1，2は日本語版および英語版Wikipediaに対
して，第 3 章で述べたデータを抽出した例である．
対象とした記事は言語間リンクで接続されたもので

ある．

日本語版Wikipediaにおいて “日本”のような一般
語は参照数が多いが近傍リンクの割合が小さく，カ

テゴリ構造内の広い範囲から参照されていることが

分かる．“自然言語処理”や “形態素解析”のように
専門的な語になるにつれ参照数は少なくなるが，近

傍リンクの割合が大きくなり，カテゴリ構造内で近

い記事からの参照が多いと分かる．本研究ではこの

ような記事を専門的な記事であると想定している．

英語版 Wikipedia においても日本語版の場合と
似た傾向の値が得られた．特に “Natural language”
と “Natural language processing”の近傍リンク割合
は日本語版と非常に近い．“Text segmentation”と
“ChaSen”は参照数が日本語版よりも少ないうえに，

近傍リンク数は 0件であった．後者 2つは英語より
も日本語の文章の処理において重要な意味を持つ概

念の記事である．本研究ではこのような差異を各言

語版を特徴づけるものであると想定している．ただ

し近傍リンク数が 0件であっても，その言語におい
て専門性がないわけではない．特に参照リンク数が

極端に少ない場合，わずかな近傍リンク数の変化が

全体に占める割合に大きな変化を与えるので，評価

が困難になる．

表に挙げた値はいずれも絶対的な指標となるもの

ではない．参照数はその言語版の持つ記事の総数に

も左右される．また近傍リンク割合の値は，他の記

事と比べることで大小の評価が可能になるものであ

る．これらの値を活用するにはカテゴリごとに平均

を求め，値の大小の評価基準を設定することが考えら

れる．そうすることでカテゴリに属する記事のうち，

有名で重要性が高い記事を判別することができる．

言語間リンク数は普遍的な価値の指標となること

を期待して求めたが，この値の大小も評価が困難で

ある．非常に専門性の高い記事は，記事の総数が少

ない言語版では存在しない傾向がある．例えば “形
態素解析” は “自然言語処理の” 約 6 分の 1 の言語
間リンクしか持っていないが，それがそのまま普遍

的な価値の比率であるわけではない．また日英で言

語間リンクの数に若干の食い違いが見られた．言語

間リンクは手動で設定する以外に，整備のためのプ

ログラムがWikipedia内で動作しているが，そのプ
ログラムの動作するタイミングや，解析した XML
ファイルが生成された日時に差があることが原因と

思われる．

5 おわりに

本研究ではWikipediaの多言語展開に着目し，各
言語版の特性や特徴を抽出する研究を行った．いく

つかの実例では予想に近い結果が得られたが，問題

点も明らかとなった．

今後は第 4章で述べた特徴データの不備を解消し
た上で，日英以外の版のWikipediaデータに対して



表 1: 日本語版の特性抽出例

記事名 バックワードリンク数 近傍リンク数 近傍リンク割合 言語間リンク数

日本 66978 81 0.001 181
日本語 5375 95 0.018 115
自然言語 131 13 0.099 31
自然言語処理 85 23 0.271 29
形態素解析 36 13 0.361 5
ChaSen 4 3 0.750 1

表 2: 英語版の特性抽出例

記事名 バックワードリンク数 近傍リンク数 近傍リンク割合 言語間リンク数

Japan 74025 36 0.0005 176
Japanese language 6828 33 0.005 110
Natural language 303 30 0.099 31
Natural language processing 261 30 0.241 30
Text segmentation 7 0 0.0 5
ChaSen 2 0 0 1

も同様のデータ処理を行い，各言語版の特徴を浮か

び上がらせる予定である．また今回は日英両方に記

事が存在する概念について実例を出したが，特定の

言語版でのみ存在する，あるいは存在しない記事のう

ち，重要な記事を求めるという課題への応用を行う．
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